平成２７年度第４回社会教育委員会議議事録

日時：平成２８年３月２４日（木）午後１時３０分から

場所：八尾市立青少年センター　４階　会議室
出席委員（名簿順）

山中委員、村尾委員、新居委員、山下委員、田中委員、白木委員、山口委員、北村委員、中西委員、中道委員
事務局

浦上教育長、松岡生涯学習部長、杉島生涯学習スポーツ課長、南八尾図書館長、
渞文化財課長、伊東青少年課長、山下指導課長補佐、奥保生涯学習スポーツ課長補佐
（次第）
１　議長挨拶
２　教育長挨拶
３　案件
　1. 報告事項

（1）生涯学習スポーツ課
　　①　第５回八尾ロボットコンテストジュニア大会の結果について　　　　　（資料1）
　　②　第１０回八尾市小学生サッカー大会の結果について　　　　　　　　　（資料2）
　　③　第６回八尾市小学生なわとび名人検定等の結果について　　　　　　　（資料3）
（2）八尾図書館

　　①　今東光資料館企画展の実施について　　　　　　　　　　　　　　　　（資料4）
（3）文化財課

　　①　平成２７年度　八尾市指定文化財について　　　　　　　　　　　　　（資料5）
（4）指導課
　　①　八尾市運動会・体育大会における組立体操事故検証委員会報告書について （資料6）
　（5）青少年課

　　①　第２５回こどもフェスティバルの開催について　　　　　　　　　　　（資料7）
　　②　平成２７年度がんばる八尾っ子表彰について　　　　　　　　　　　　（資料8）

2. 八尾市第２次生涯学習・スポーツ振興計画の策定について                (資料9）

3. 生涯学習部所管施設の平成２８年度指定管理者選定スケジュール等について (資料10）

4. 次期社会教育委員の市民公募について
5. その他

会議要旨

１　議長挨拶

(略)
２　教育長挨拶

　(略)
３　案件
　1. 報告事項

（1）生涯学習スポーツ課
　　①　第５回八尾ロボットコンテストジュニア大会の結果について　　　　　（資料1）

　　②　第１０回八尾市小学生サッカー大会の結果について　　　　　　　　　（資料2）

　　③　第６回八尾市小学生なわとび名人検定等の結果について　　　　　　　（資料3）

（2）八尾図書館

　　①　今東光資料館企画展の実施について　　　　　　　　　　　　　　　　（資料4）

（3）文化財課

　　①　平成２７年度　八尾市指定文化財について　　　　　　　　　　　　　（資料5）
（4）指導課
　　①　八尾市運動会・体育大会における組立体操事故検証委員会報告書について （資料6）　　　　　　　　　　　　 
（5）青少年課

　　①　第２５回こどもフェスティバルの開催について　　　　　　　　　　　（資料7）
　　②　平成２７年度がんばる八尾っ子表彰について　　　　　　　　　　　　（資料8）

○事務局
　 (資料に基づき説明)
○委員

　　組立体操とも共通しますが、子ども会の活動は、今まで大人が用意して、それを子ども達にしてもらうときに特に安全面に注意していましたが、今の子ども達は、安全面だけを重視しているので面白味がないと思っているではないでしようか。私たちの時代は、「こうしたらああなる」というように体で覚えていました。育成協では「ＫＷＴ」（危険予知訓練）という講習会を実施しています。事故のあった中学校は私の校区でもあり、組立体操について子ども達の声を聞くと、やはり達成感があったと、事故があっても組立体操したいと、子ども達のアンケート結果や大人の方々からもそういう意見を聞いています。ほんとに外部からの声が大きく報道されたという印象が強くありますが、子ども会の活動でも、ここまで制限されると何もできないというのが私の率直な思いです。
去年の夏休みに曽爾高原に行かせていただいた時に、のこぎりを持って丸太切りをさせていただいたが、子ども達はすごく生き生きとしていました。初めはコースターづくりをしようとしていましたが、子ども達がいろいろな形を作って、「これ、写真立てにするねん」と1個や2個だけではなく、10個も持って帰った子ども達がいました。その時、のこぎりを持たせる際に、「のこぎりを人に渡すときには、こう渡すねん」と、それを自然に教えられます。組立体操に関しても10段は危ないかと思いますが、まわりの大人達が子ども達に「危険なことはしてはだめよ」ということを特に教えていく必要があるのではないかと思うのです。今まではお膳立てのところまで行動していたというのがこれまでの流れになっているのではないかと、私は思っています。
○事務局
　　貴重なご意見をいただきありがとうございます。教育委員会としては、今後も子ども達のより良い学校教育のために、今回の検証はこれで終わりではなしに様々なご意見をいだきながら、さらに次年度以降も検証を進めていきたいと思っています。様々な課題も見えてきています。一つは教職員の研修の充実であり、その中で安全対策について議論し、子ども達が充実した運動会・体育祭を進めていきたいと思っています。
○委員

　　このニュースが流れて、すぐに私の子ども達が八尾の子ども達に、「やったらあかんということになったらどうしよう」と心配していました。私の子どももこの組立体操をやっていて、一番下になって終わったあと擦り剥けて血だらけになったりしていますが、親としてはその姿を見て、「あっ！」と驚くのも当然かと思いますが、友達を支える体験というのが、10代後半になっても忘れられないと私の子どもが言っています。
私もあのときの光景を思い出すと、私の地元の学校ではほとんどの先生方が出て来られていてピラミッドの周辺で、いつ崩れてもいいようにすごい気迫で待機されています。子ども達の体験を確保するために大人に何ができるのか、ということも連動するのだと思いました。その姿勢を親が見て感動します。そこまで先生方が子ども達の体験を確保しようとされていることに親も学ぶということもありますので、ぜひ何とか継続の方向で取り組んでもらいたいです。
○委員

私もそう思います。いい意味での冒険というのが出来なくなっているのでは。私も冒険したいと若いときは思ったこともありましたが、はっきり言って、いい意味での冒険ができなくなってきた印象があります。
○委員
　　組立体操のことばかりになりますが、最近の子どもは、体力がなくなってきていると感じています。市こ連ソフトボール大会の開会式でもわずか５分か１０分で、スポーツをやっている子どもがバタバタと倒れるというのが何年も続いています。
　　組立体操については、学校としても保護者にしても地域の関係者にとっても花形の種目で大変楽しみにしている競技ですが、もっと子どもの体力をつけると言いますか、どういうスポーツをしたらいいのか、どういう教育をしたらいいのか、という前にもっと子ども達の腕力をつける、脚力をつけるということに重点をおいて指導していけば、あのような事故は未然に防げるかと思うのです。事故の状況については、事前に報告書を読ませてもらい、組立体操の真ん中が低学年の生徒であったということが書かれていましたが、もっと中学生に体力をつけさせることが一番で、それから組立体操に入っていくという過程を踏んでいけば、こういう事故は未然に防げたのではないかと感じました。
○委員
　　委員と全く同意見でありますが、スポーツ振興計画の中でも「食」の重要性が書かれていますが、今の子どもは、朝ごはんを食べずに学校に来ますので、「食」が大事であると思っています。組立体操の事故があったときに「食」の重要性について、みんなで話し合いをしました。組立体操は、運動会の中でもリレーとともに花形の種目です。大阪ではそのピラミッドの段を低くするという話しも出ていますが、これはできるだけ頑張っていただき、怪我のないよう組立体操をしていただきたいと思います。また、「食」の重要性についても、保護者の方にもぜひ言っていたければと思います。
○事務局
　　いろいろご意見をいただきありがとうございます。５回の検証委員会を実施していただいましたが、今回の事象は学校も教育委員会も一定反省すべきところがあると思っています。過去10年間で骨折の件数が把握できていなかったこと。連続して起こっている学校もあったこと。何故そういう実態を理解して把握していなかったのかという検証もしています。そういったことがないように学校で起こったときには、直ぐに教育委員会へ報告してもらうという体制づくりも検証委員会の報告の中に入っています。
私もずっと中学校の教師をやってきて組立体操にも関わってきましたが、ピラミッドの塔から落ちて骨折した子どももいました。組立体操と女子のダンスは運動会の花形で、地域の方々も保護者もこの競技を一番に見に来ています。しかし、ここで考えなければならにないことは、何故、この組立体操とダンスをやるのかという目的を理解してもらうことだと思います。
この競技を子ども達がやることで充実感や達成感とか、集団づくりというものをしっかりと身につけることができます。ただ、実際に怪我をした、骨折をしたとしたら、私自身は駄目だと思っています。だから、そういうことのないよう安全配慮をしっかりと年度当初で学校が計画を立てて、十分な練習の中で先生方の補助をつけて体制づくりをする。例えば、ピラミッドでも８段の計画を立てて、全教職員が共通理解してやろうとしても、練習の中でこれ危険ではないかと察知したら、誰が最終的に判断するのかということになれば、学校長です。そのへんの甘さがあったのではないかということも検証委員会の中でも報告しています。
検証委員会としては、最終的な判断は学校長の判断で実施するかしないかを決めてもらうことになりますが、実施する場合は、安全配慮をしっかりしながら全教職員が共通理解して子ども達に話しをし、保護者にも理解を得て練習に入っていく。そういう過程を踏んで実施してくださいと校長会にもお願いしています。検証委員会としても反省していますが、学校としてもしっかりと骨折等のないようやってもらいたいというのが私たちの気持ちであります。
また、その根底として、体力づくり、健康づくりについて各委員からご意見いただきましたが、大変重要な視点であると思っています。八尾市の教育基本方針として、「知」・「徳」・「体」の調和のとれた人格の育成を大きな目標としていますが、何をするにしても体力がないとあかん、健康でないと駄目だということは当然であり、その点は学校の方で経営ビジョンの中で、「知」はどうやって高めるのか、「徳」はどうするのか、「体」はどんなふうにして高めていくのか、ということを年度当初にきっちりと校長先生に描いてもらって、それに向けて現在、各学校の子ども達が力をつけるということをやっています。私も28年度の方針をきっちりと各学校に指導していきたいと思っていますので、ご理解いただきますようお願いいたします。
○委員
　　組立体操でいろんなご意見が出ていますが、最近の親御さんは過保護で、「怪我したらどうしよう、どうしよう」と心配される親御さんが多くなっているように思います。しかし、学校に登校したら、先生方は自分の子ども・友達であるとの考えを持っていただいて、もっともっと子ども達の体力をつけないと、組立体操にしても、「あの子右手ちょっと痛そうにしてるけど大丈夫やろか」とびくびくして、先生もその場のそばに入っておられます。学校に登校したら休み時間もあるので、その時間にもっと鉄棒にぶら下がる、友達同士でドッヂボールする、そういう基本的な何かをやっていかないと、３段、５段となっていくと、今一生懸命やっている子ども達が目をつぶるようになってしまいます。怪我も怖いし、先生方も大変だと思いますが、親も教育していかないと子ども達も伸びていかないのではと思います。
たまたま市内のある中学校で事件がありましたが、それを恐れずに学校側は学校の方針をきちんと出していただき、先生・子ども・父兄が一体となって、“怖くないよ”“自分の体力をつくるためにがんばろう”と激励の言葉をかけてやってほしいと思います。
私も近くの小学校・中学校のグラウンドの様子をよく見ることがありますが、子ども達はよくやってドッヂボールで、鉄棒の遊び場には触ってもくれないという感じです。鉄棒にぶら下がるというのは、体力もいるし腕にも力がいるし、いいことだと思うのです。学校側もグランドの使い方について考えていただきたいと思います。
○委員
　　報告書については、教育委員会として詳しく分析されていて良い結果が出たと思っています。各委員からも発言があったように、２７ページを見ると、組立体操は、達成感とか期待感など、良い面もあることも子ども達にとって意義があることがよくわかっています。実際に体育をやっている人から言うと、より高くして立派なピラミッドにしようということになります。教育長が言われたように、最終的な判断は校長にあるとすると、校長がもっと早い段階から組立体操に関わることが大事ですね。練習を始めてどんどん盛り上がってきている中で、“これ危ないぞ”と判断しても遅すぎますし、言いにくくなります。もっと原案を作る早い段階から校長が細かく関わって進めていけば、スムーズに行くのではなかと思います。
○委員
　　今まで、お話しを聞かせていただいて思いましたことは、その時だけのピラミッドの演技というだけでは無理があるように思います。例えば、この結果なんかは保護者に伝えていただきたい。保護者は、子ども達にとって豊かな経験につながることが実感できたら、いろんなことに対しても理解がいただけると思うのです。
子ども達がやりたいという気持ちを引き出して、それに向かって体力をつけていく準備をする。例えば、ピラミッドを実現させるためには、日頃の体力をつけることが大事ですので、4月以降は体力づくりのためのプログラムを各学校でアイデアを出して実施していただくことが、最終的に花形であるピラミッドの実現につながるし、体力づくりにもつながるのではと思います。
○事務局

　　いろいろとご意見をいただきましたが、大きく２点あったかと思います。１点目は、運動会・体育大会前だけでなく、継続的に系統的に取り組んで行くことであります。実際、いろんな学校の様子を聞かせていただくと、４月から腕立て伏せをやったり統一練習をしたりとか、下の学年からやって取り組んでいる学校もあります。教育委員会としては、そういう実態の把握がありますので、次年度以降、しっかりと各学校の取り組みを把握していきたいと思っています。
　　２点目は、保護者や市民の方々への発信の弱さも課題となっていますので、この報告書や今後の方向性を示すことになりますガイドライン等を広くホームページ等を通してお知らせしていきたいと思っています。
2. 八尾市第２次生涯学習・スポーツ振興計画の策定について                   (資料9）

○事務局

　 (資料に基づき説明)

特に意見なし

3. 生涯学習部所管施設の平成２８年度指定管理者選定スケジュール等について   (資料10）

○事務局

　 (資料に基づき説明)

特に意見なし

4. 次期社会教育委員の市民公募について

○事務局

　(次期社会教育委員の市民公募について口頭説明)

特に意見なし

5. その他

○事務局

　(新聞記事に基づき、立命館大学アメリカンフットボール部西村七斗氏の市長表敬訪問について報告)
○委員

スポーツに関しては、毎日毎日、新聞やテレビで活躍するスポーツ選手を紹介されていますが、八尾にもこのような立派なスポーツ選手がいることを誇りに思います。
○委員
　　アレルギー体質であったと新聞に書かれていますが、果物や野菜以外は体が受け付けないという中で、自分で体力をつけていったのはすごいと思いますね。
○委員

　　他に事務局からご報告等はありませんか。

※事務局からの報告事項はなし。
○議長閉会挨拶
(略)　　
－1－

